
９
５
億
１
７
７
８
万
円
や
災
害
公
営
住

宅
整
備
事
業
15
億
６
０
４
８
万
円
な
ど

で
す
。
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
に
お

い
て
、
普
通
交
付
税
23
億
７
８
４
０
万

円
の
ほ
か
、
復
旧
や
復
興
の
た
め
の
事

業
に
必
要
と
な
る
財
源
不
足
額
を
補
う

た
め
の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
を
60
億

７
５
５
７
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
５
会
計
の
予

算
合
計
額
は
、
４
７
４
億
９
９
１
７
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
９
０
億
８

７
０
８
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
住
宅
再
建
や
生
業
の
再

生
を
含
む
、
生
活
環
境
設
備
等
の
事
業

再
生
に
向
け
た
財
源
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
が
、
平
成
30
年

第
１
回
大
槌
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
当
初

予
算
は
、
復
興
後
を
見
据
え
た
真
の
大

槌
再
構
築
を
図
る
為
、
①
中
心
市
街
地

の
さ
ら
な
る
活
性
化
、
②
産
業
・
な
り

わ
い
変
革
を
誘
導
し
、
町
民
の
所
得
向

上
を
図
り
、
③
交
流
人
口
の
拡
大
・
移

住
定
住
の
促
進
に
よ
る
人
口
増
加
を
最

重
要
課
題
の
柱
と
す
る
３
本
の
矢
を
掲

げ
、「
大
槌
創
生
予
算
」
と
し
て
予
算

編
成
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
復
興
事
業
の

一
体
的
な
面
整
備
を
行
う
復
興
事
業
１

　釜石大槌地区行政事務組合は、釜石市・大槌町からの分担金により、共同で消防業務やし尿処理業務を行っています。事
務組合議会２月定例会で可決された平成 30 年度事務組合予算の概要をお知らせします。

【市町分担金内訳】
分担金（千円） 構成比率（％）

釜石市 9億5,305万円 68.6%

大槌町 4億3,591万円 31.4%

合 計 13億8,896万円 100.0%

【復旧・復興に関する予算】
【一　般　会　計】
復 興 整 備 事 業 195億1778万円
災 害 公 営 住 宅 整 備 事 業 15億6048万円
生産物６次化加工施設整備事業 1億7000万円
水産業経営基盤復興整備補助事業 5500万円
保育体制の強化及び保育士対策事業 3910万円
赤浜分館及び復興まちづくり支援施設事業 4億5000万円
大槌町駅観光交流施設整備事業 1億2330万円
斎場整備事業に伴う造成工事 2億円

【特　別　会　計】
下水道・復興交付金事業 35億1324万円

【特別会計予算額】
国 民 健 康 保 険 18億6846万円
下 水 道 事 業 41億5932万円
漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業 16億1041万円
介 護 保 険 14億3015万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億2083万円

【水道事業会計】
収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

収 入 2億6285万円 17億9132万円
支 出 5億4867万円 18億9462万円

【お問い合わせ】  
釜石大槌地区行政事務組合
業務部 総務課  TEL 0193-31-1336

平
成
30
年
度  

町
の
当
初
予
算

平成30年度 釜石大槌地区行政事務組合会計の予算をお知らせします

歳　出歳　入
14億571万円

分担金及び負担金
13億8,896万円

使用料及び
手数料
626万円

財産収入  1万円
繰越金   150万円

諸収入
898万円

消防費
10億962万円

公債費
1億8,313万円

衛生費
1億6,763万円

総務費
4,372万円予備費

100万円

議会費  61万円

14億571万円
歳 入 の 内 訳 は、
釜石市・大槌町
からの分担金が
最も多い収入と
なり、98.8％を
占めています。

※端数処理のため、内訳と合計が一致しないことがあります

歳　出歳　入
14億571万円

分担金及び負担金
13億8,896万円

使用料及び
手数料
626万円

財産収入  1万円
繰越金   150万円

諸収入
898万円

消防費
10億962万円

公債費
1億8,313万円

衛生費
1億6,763万円

総務費
4,372万円予備費

100万円

議会費  61万円

14億571万円

目的別経費で最も多
い も の は、 全 体 の
71.8％を占める消防
費で、釜石大槌地区
の消防・救急業務に
要する経費に充てら
れるものです。

歳　入 歳　出
383億
1000万円383億

1000万円

自主財源
258億3712万円

依存財源
124億7288万円

町税  10億3123万円

諸収入など
248億589万円

地方交付税
85億5397万円

国庫支出金
12億4011万円

県支出金  13億4864万円

町債  10億3865万円
その他  2億9151万円

復興費　293億7390万円

衛生費
10億8948万円

災害復旧費  1億2120万円
消防費  4億6685万円

公債費  5億9701万円
教育費  6億6159万円

その他  3億795万円

総務費  11億6454万円
民生費  18億4353万円

農林水産業費
5億3016万円

土木費
21億5379万円

復
興
計
画
の
着
実
な
実
施

　
平
成
23
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
大
槌
町
東

日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
は
、
平
成
30
年

度
に
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　
防
災
集
団
移
転
や
土
地
区
画
整
理
な
ど
面

整
備
を
着
実
に
進
め
、
一
日
も
早
く
復
興
を

成
し
遂
げ
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
各
種
事

業
に
取
り
組
み
、被
災
者
の
生
活
再
建
状
況
、

復
興
の
進
展
を
注
視
し
つ
つ
、
課
題
、
問
題

に
対
し
て
適
切
に
柔
軟
な
対
応
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
、
全
国
的
な

分
野
で
将
来
を
担
う
若
者
や
女
性
、
各
種
団

体
と
の
検
討
を
重
ね
、「
共
感
」
以
上
の
「
共

鳴
」
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
計
画
に
は
、今
後
10
年
の
大
槌
を
見
据
え
、

「
産
業
を
振
興
し
町
民
所
得
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
」
を
第
一
に
掲
げ
、「
健
康
で
ぬ
く
も

り
あ
る
社
会
の
構
築
」
と
「
学
び
に
よ
る
郷

土
文
化
の
育
成
」、「
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
環
境
」
を
創
る
た
め
、
町
の
限
ら
れ
た
あ

ら
ゆ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
町
の
将
来
像
を
具
体
化
・
具
現
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町
民
の
皆
様
、
各
種

団
体
や
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
各
分
野
の

方
々
と
、
現
場
で
向
き
合
い
対
話
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
・
問
題
を
い
ち
早
く

捉
え
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ
丁
寧
に

進
め
る
事
が
必
要
で
す
。
各
種
分
野
の
現
状

を
し
っ
か
り
捉
え
、
次
世
代
に
継
ぐ
明
る
い

大
槌
を
築
く
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
一
丸
と

な
っ
て
「
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
」
自
分
た

ち
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
防
集
跡
地
の
利
活
用

・
多
重
防
災
へ
の
取
組
み

・
旧
役
場
庁
舎
の
解
体

・
交
通
環
境
整
備
の
推
進

・
斎
場
整
備
の
推
進

〈
社
会
生
活
基
盤
〉

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
子
ど
も
子
育
て
支
援

・
介
護
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
展
開

・
医
療
費
助
成
、
国
保
事
業
の
推
進

・ 

仮
設
住
宅
の
集
約
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総

合
支
援

〈
経
済
産
業
基
盤
〉

・
農
林
水
産
業
の
振
興

・
商
工
業
の
振
興

・
企
業
誘
致
の
促
進
と
雇
用
対
策

・
観
光
振
興
の
更
な
る
促
進

・ 

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
観
光
物
産
協
会

の
再
構
築

〈
教
育
文
化
基
盤
〉

・
教
育
大
綱
と
教
育
基
本
条
例
の
制
定

・
教
育
の
充
実

・
生
涯
学
習
の
拠
点
整
備

・
震
災
伝
承
の
推
進

総
合
計
画
の
策
定

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
復
興
計
画
の
後
継

で
あ
る
「
第
9
次
大
槌
町
総
合
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
各

問
題
で
も
あ
り
、
当
町
の
人
口
減
少
問
題
に

つ
い
て
は
現
状
を
し
っ
か
り
捉
え
、
人
口
減

少
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
各
分
野
の
事
業
を

確
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
進
め
て
き
た
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
お
い
て
は
、
外
部
評
価
に
よ
る
委
員

の
意
見
・
提
言
を
踏
ま
え
、
今
後
も
町
の
特

色
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
町
の
創
出
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
釜
石
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
釜
石
市
と
取

り
組
ん
で
き
た
共
通
課
題
を
克
服
す
べ
く
、

大
槌
町
と
釜
石
市
が
自
主
性
と
自
立
性
を
互

い
に
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

て
広
域
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。平

成
30
年
度
の
主
要
施
策
の
概
要

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
施
策
で

あ
り
ま
す
が
、
復
興
基
本
計
画
に
掲
げ
る
４

つ
の
生
活
基
盤
に
お
い
て
、
第
３
期
復
興
実

施
計
画
と
各
種
計
画
が
連
動
し
た
施
策
を
次

の
と
お
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〈
空
間
環
境
基
盤
〉

・ 

１
日
も
早
い
住
ま
い
の
確
保
と
更
な
る

支
援

・
住
宅
再
建
へ
の
後
押
し

・
復
興
関
連
の
道
路
網
整
備

大槌町議会 3 月定例会において平野町長が今年度の
町政運営について述べた施政方針演述の内容につい
て、抜粋してお伝えします。

施政方針
平成30年度
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